
◎長良川用水地区におけるＩＣＴモデル事業の実施について

３．事業の進め方について
令和元年度はＩＣＴ水管理設備の事例収集を行い、本地区に最適な設備の選定、配置計

画等について検討を進めることとしています。
２年目以降は、代表１ブロックを選定しＩＣＴ機器の設計及び設置を行います。
その後、実証調査により導入効果評価を行い、地区全体への導入を検討していきます。

１．地区の概要
本地区は、岐阜県南部の羽島市、海津市及び安八郡輪之

内町に位置する一級河川木曽川水系長良川と同水系揖斐川
に挟まれた輪中地帯で、農地面積約3,000haを有する県下
有数の大規模土地利用型農業地帯です。

本地区の用水は、長良川及び揖斐川に国営長良川用水農
業水利事業（昭和55年度～平成９年度）で設けられた３つ
の揚水機場（勝賀、中江、新大江）から取水され、幹線水
路（オープン系パイプライン（一部開水路））により22あ
る加圧機場へ送水されます。その後、各加圧機場から末端
ほ場まではクローズドタイプパイプライン（管網配管）が
整備され、ほ場ごとに設置された手動の給水栓操作を行う
ことで用水が供給されます。
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２．水管理上の課題とＩＣＴモデル事業の導入
近年、水稲作付け品種の変化や大規模農家への農地集積により、用水需要の前倒しや、

日中の用水需要の集中が起こり、用水不足が生じています。また、末端ほ場の水管理手間
の多さも営農上の課題となっています。

限られた水源を有効活用し、水管理の効率化を進める必要があり、用水の適正配分、無
効放流の削減、用水需給のアンバランス解消等を図るため、ＩＣＴを活用した用水管理に
ついて検討を始めました。
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◎ 国営土地改良事業地区調査「西濃用水第三期地区」について

１．地区概要

本地区は、岐阜県南西部に広がる5,168ha（平成26年時点）
の農業地帯であり、水稲を中心として水田の畑利用による小麦、
大豆等の土地利用型農業が展開されている、県内を代表する農
業地帯となっています。

本地区の基幹的な農業水利施設である頭首工及び幹線用水路
は、国営西濃用水土地改良事業（S43～58年度）で造成され、
国営西濃用水第二期土地改良事業（H21～26年度）により緊急
性の要する施設を改修しましたが、その他の施設についても老
朽化や耐震性能が不足をしているなど、施設の維持管理や用水
の安定供給に対する対策が必要となっています。

２．地区の現状と課題

３．地区調査の実施状況

地区調査は、平成29年度～令和2年度の4ヶ年で実施することとしています。

これまでに受益面積や営農状況、施設の現状把握、施設計画の検討（耐震検討含む）、地域
の環境の現状等について調査検討を行ってきました。

本年度は、過年度の調査結果を踏まえ、営農計画や用水計画、施設計画、環境配慮計画など
の取りまとめを行うとともに、事業費を算定し費用対効果分析等を行い、事業計画書（素案）
を作成することとしており、令和3年度から全体実施設計に着手できるよう調査を進めていきま
す。
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そのため、平成29年度から国営土地改良事業地区調査を実施し、地区の現状や課題を把握す
るとともに、事業実施に向けて事業計画の策定を行っているところです。

本地区の基幹的用排水施設のうち第二期事業で改修されなかった施設については、老朽化が
進行するとともに、幹線水路のうち河川を利用している区間においては、近年の集中豪雨等に
よる河川の水位変動に伴う取水施設の操作や河川から流入するゴミの処理に苦慮しており、維
持管理に多大な労力と費用を要しています。また、福田頭首工や幹線水路の一部については、
必要な耐震性能を有しておらず、大規模地震が発生した場合、地域に甚大な被害を及ぼす恐れ
があります。

■河川(白石川)注水部 ■河川(白石川)再取水部

■河川から流入したゴミ、藻などの撤去状況

幹線水路の河川利用部
耐震性能が不足する施設

■福田頭首工 ■粕川サイホン

老朽化した施設

■幼稚園下に
埋設された水路

■管水路内の漏水状況
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